
植物の種類によってほしがる栄要成分量は全然違うのです。

全ての植物用の肥料を揃えるのはなかなか難しい。

それなら自分で調合してみてはいかがでしょうか！

●窒素液体肥料

Ｎ－Ｐ－Ｋ＝５－０－０

窒素成分だけの液体肥料。

窒素成分は有機窒素と無機窒素があり、植物の種類によって、

吸収する窒素成分は違うのです。窒素液体肥料はどちらも入って

いますので、植物に吸収されやすくなっております。

窒素成分を与える事により、葉・茎の緑が鮮やかになり、新葉

が続々と出て、より良い育成が可能となります。

週１回を目安に窒素液体肥料を必要量与えて下さい。

●第１燐酸カリ

Ｎ－Ｐ－Ｋ＝０－１０－７

窒素分を全く含まない、花芽形成用液体肥料。

花芽形成時は窒素を極力減らし、Ｐ，Ｋ分を与える事によっ

て、より鮮やかな花が咲きます。花芽形成時期以外にもＰ，Ｋ

分は必要で、花芽形成時期以外にＰ，Ｋ分が不足していると花

芽形成時期になっても花芽が着かなくなります。

週１回を目安に第１燐酸カリを与えて下さい。

●混合微量要素

鉄，銅，亜鉛，マグネシウム，モリブデン，マンガン，ホウ素，

硫黄，ナトリウム

植物に必要な成分はＮ－Ｐ－Ｋだけでなく、その他の微量要素

も必要とします。

必要な微量要素が欠乏しますと、生育が遅れ、花が咲かなくなっ

たり、最悪の場合、死に至ります。

混合微量要素を月１回程度与える事で必須微量要素の欠乏を防止

し、より良く植物が育成されます。
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